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択捉島
えとろふとう

国後島
くなしりとう

色丹島
しこたんとう

歯舞群島
はぼまいぐんとう

北方領土イメージキャラクター
エリカちゃん

　

択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
及
び
歯
舞
群

島
か
ら
な
る
北
方
領
土
は
、
父
祖
伝
来
の
地

と
し
て
受
け
継
い
で
き
た
も
の
で
、
い
ま
だ

か
つ
て
一
度
も
外
国
の
領
土
と
な
っ
た
こ
と

が
な
い
、
わ
が
国
固
有
の
領
土
で
す
。

　

し
か
し
、
終
戦
直
後
に
ソ
連
軍
に
よ
り
北

方
領
土
は
不
法
に
占
拠
さ
れ
、
島
民
は
島
を

追
わ
れ
、
こ
の
状
態
は
ソ
連
が
崩
壊
し
ロ
シ

ア
に
な
っ
た
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
戦
後
、

我
が
国
は
一
貫
し
て
北
方
領
土
の
返
還
を
ロ

シ
ア
（
ソ
連
）
に
対
し
て
要
求
し
続
け
て
い

ま
す
。
１
９
５
６
年
、
日
ソ
共
同
宣
言
が
署

名
さ
れ
、
両
国
間
の
国
交
が
回
復
さ
れ
て
か

ら
60
年
以
上
が
過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
返
還
の

見
通
し
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
北
方
領
土
問

題
の
解
決
は
、
日
ロ
両
国
間
の
最
大
の
懸
案

事
項
で
あ
り
、
日
ロ
間
の
真
の
関
係
改
善
の

た
め
に
は
、
北
方
領
土
問
題
を
早
期
に
解
決

し
、
平
和
条
約
を
締
結
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が

こ
の
問
題
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
国
民

全
員
が
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

17
世
紀
の
初
め
頃
、
当
時
の
松
前
藩
は
ア
イ
ヌ
民
族
と

交
易
を
行
っ
て
お
り
、
国
後
島
、
択
捉
島
に
強
い
影
響
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
ロ
シ
ア
は
着
々

と
極
東
へ
の
進
出
を
続
け
、
そ
の
動
き
を
知
っ
た
幕
府
は
、

本
格
的
な
北
方
調
査
に
乗
り
出
し
、
２
年
に
わ
た
り
ウ
ル

ッ
プ
島
ま
で
を
踏
破
。
そ
の
後
、
ラ
ク
ス
マ
ン
の
根
室
来

航
や
英
国
船
の
蝦
夷
地
来
航
な
ど
幕
府
に
衝
撃
を
与
え
る

事
件
が
続
き
、
国
防
上
の
必
要
か
ら
千
島
・
樺
太
を
含
む

蝦
夷
地
を
幕
府
直
轄
地
と
し
て
統
治
し
ま
す
。
大
規
模
な

蝦
夷
地
巡
査
隊
を
派
遣
し
、
こ
の
と
き
近
藤
重
蔵
が
択
捉

島
に
日
本
領
と
し
て
「
大
日
本
恵
登
呂
府
」
の
標
柱
を
た

て
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
が
南
下
政
策
を
進
め
る
中
、
日
ロ
間
で
北
方
四

島
を
め
ぐ
り
様
々
な
事
件
や
争
い
が
起
こ
り
、
両
国
は
国

境
を
決
め
る
た
め
の
話
し
合
い
を
始
め
ま
す
。

　

１
８
５
５
年
２
月
７
日
に
『
日
魯
通
好
条
約
』
が
調
印

さ
れ
、
日
ロ
間
の
国
境
が
画
定
し
ま
し
た
。
こ
の
条
約
に

よ
り
、
両
国
の
国
境
は
択
捉
島
と
ウ
ル
ッ
プ
島
の
間
に
引

か
れ
、
択
捉
島
か
ら
南
の
島
々
は
日
本
の
領
土
、
ウ
ル
ッ

プ
島
か
ら
北
の
島
々
は
ロ
シ
ア
の
領
土
と
な
り
ま
し
た
。

樺
太
に
つ
い
て
は
両
国
民
の
雑
居
地
と
し
て
、
国
境
を
決

め
な
い
ま
ま
と
し
ま
し
た
（
図
①
）。

　

１
８
６
９
年
、
北
方
開
拓
の
た
め
「
蝦
夷
地
」
は
「
北

海
道
」
に
改
名
、
北
方
四
島
は
郡
制
の
中
に
組
み
込
ま
れ

ま
す
。
し
か
し
樺
太
で
は
、
ロ
シ
ア
が
日
本
の
根
拠
地
に

迫
っ
て
き
た
た
め
日
本
人
と
の
間
に
争
い
が
絶
え
ず
、
こ

の
よ
う
な
現
状
を
打
破
す
る
た
め
、
１
８
７
５
年
５
月
に

『
樺
太
千
島
交
換
条
約
』
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
条
約

に
よ
り
、
樺
太
全
島
が
ロ
シ
ア
領
、
千
島
列
島
（
ウ
ル
ッ

プ
島
か
ら
占
守
島
ま
で
の
18
島
）
が
日
本
の
領
土
と
な
り

ま
し
た
（
図
②
）。

　

そ
の
後
も
ロ
シ
ア
は
満
州
や
朝
鮮
な
ど
に
南
進
し
、
１

９
０
４
年
に
日
露
戦
争
が
勃
発
。
戦
争
は
18
か
月
に
も
お

よ
び
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
会
議
で
終
戦
に
至
り
ま
す
。
交

渉
の
結
果
、
１
９
０
５
年
９
月
に
『
日
露
講
和
条
約
（
ポ

ー
ツ
マ
ス
条
約
）』
が
調
印
さ
れ
、
樺
太
の
北
緯
50
度
よ

り
南
の
部
分
が
、
日
本
に
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
（
図
③
）。

　

１
９
４
１
年
12
月
８
日
、
日
本
は
ハ
ワ
イ
・
真
珠
湾
を

攻
撃
し
、
太
平
洋
戦
争
が
開
戦
し
ま
し
た
。
開
戦
に
先
立

つ
同
年
４
月
、
日
本
と
ソ
連
の
間
で
は
『
日
ソ
中
立
条
約
』

が
批
准
さ
れ
相
互
不
可
侵
が
約
束
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

日
本
の
敗
戦
が
濃
く
な
る
１
９
４
５
年
４
月
、
ソ
連
は
翌

年
ま
で
有
効
な
条
約
の
不
延
長
を
通
告
、
同
年
８
月
８
日

に
条
約
の
期
限
内
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
へ
宣
戦
布
告
し
、

対
日
参
戦
し
た
の
で
す
。
そ
の
数
日
後
の
８
月
14
日
、
日

本
は
『
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
』
を
受
諾
。
戦
争
は
日
本
の
降
伏

で
幕
を
降
ろ
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
後
も
ソ
連
軍
は
攻
撃
を

続
け
、
８
月
18
日
に
占
守
島
に
上
陸
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

９
月
５
日
ま
で
に
北
方
四
島
を
占
領
し
た
の
で
す
。

　

１
９
５
１
年
『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
』
が
署

名
さ
れ
、
日
本
は
主
権
を
回
復
し
国
際
社
会
に
復
帰
し
ま

し
た
。
こ
の
条
約
に
よ
り
、
日
露
講
和
条
約
で
獲
得
し
た

樺
太
の
一
部
と
千
島
列
島
に
対
す
る
す
べ
て
の
権
利
、
権

原
及
び
請
求
権
を
放
棄
し
ま
し
た
が
、
放
棄
し
た
千
島
列

島
の
中
に
北
方
領
土
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
（
図
④
）。

以上の経緯から、北方領土はいまだかつて一度も外国の領土となったことのない日本固有の領土であり、
ロシア（ソ連）による北方四島の占拠は、法的な根拠なく行われていることが明らかです。

北
方
四
島
を
め
ぐ
る
歴
史

島とかが方追ア我シま名ら見題事たしすこ全知知

北方領土問題について考えよう北方領土問題について考えよう

図●①図●①

図●②図●②

図●③図●③

図●④図●④

※1917年にロシア帝国が崩壊、1922年にソ連邦が成立したため、文章中の国名の標記が変わっています。

●北方領土の合計
　5,003㎢

【北方領土の大きさと元居住者の数】

●北方領土元居住者数の合計　　17,291人

5,281人

1,038人

3,608人

7,364人

223 「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」



北方領土問題について考えよう
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●北方領土の合計
　5,003㎢

●北方領土の合計
　5,003㎢

【北方領土の大きさと元居住者の数】【北方領土の大きさと元居住者の数】

95㎢
小笠原諸島とほぼ同じくらい

●北方領土元居住者数の合計　　17,291人●北方領土元居住者数の合計　　17,291人

歯舞群島
はぼまいぐんとう

5,281人5,281人

248㎢
徳之島とほぼ同じくらい

色丹島
しこたんとう

1,038人1,038人

3,167㎢
鳥取県とほぼ同じくらい

択捉島
えとろふとう

3,608人3,608人

1,489㎢
沖縄本島より広い

北海道

国後島
くなしりとう

7,364人7,364人

貝 殻 島
かい　 がら　 じま

くな　 しり　 とう

すい　しょう　とう

あき ゆ　 り　とう

水 晶 島

秋勇留島

国 後 島

日本本土と北方領土の距離

　

北
方
領
土
問
題
の
風
化
が
心
配
さ

れ
る
中
で
、
元
島
民
の
方
々
か
ら
当

時
暮
ら
し
て
い
た
時
の
島
々
の
様
子

や
、
ソ
連
軍
の
侵
攻
や
島
か
ら
追
わ

れ
た
時
の
話
な
ど
を
聞
き
た
い
と
い

う
声
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
千

島
歯
舞
諸
島
居
住
者
連
盟
は
平
成
16

（
２
０
０
４
）
年
よ
り
、
元
島
民
や

後
継
者
の
中
で
「
語
り
部
」
に
ふ
さ

わ
し
い
人
を
「
北
方
領
土
の
語
り

部
」
と
し
て
登
録
し
、
希
望
が
あ
っ

た
と
き
に
は
派
遣
を
す
る
仕
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

現
在
羅
臼
町
で
は
、
元
島
民
２
名
、

後
継
者
４
名
が
語
り
部
の
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

元
島
民
に
よ
る
語
り
部
活
動

3.7㎞

7.0㎞

13.7㎞

25.0㎞

納
沙
布
岬

羅
臼
町

髙岡　唯一さん
（歯舞群島多楽島出身）

　

第
２
次
世
界
大
戦
終
了
後
、
当
時
の
ソ
連
軍
の
侵
略
に

よ
り
根
室
市
へ
引
き
揚
げ
る
。
そ
の
後
羅
臼
町
に
移
り
住

み
、
現
在
に
至
る
。

　

語
り
部
の
活
動
は
、
定
年
を
迎
え
た
60
歳
こ
ろ
か

ら
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
年
に
15
回
ほ

ど
、
修
学
旅
行
生
や
一
般
の
方
に
語
り
部
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

語
り
部
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
北
方
領
土
は
日

本
固
有
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
一
人
で
も
多
く
の
方

に
語
り
継
ぎ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。
私
は
歯

舞
群
島
多
楽
島
の
出
身
で
、
ソ
連
の
侵
攻
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。
我
が
家
に
大
き
な
体
の
軍
人
２

人
が
土
足
で
押
し
入
り
、
私
た
ち
に
拳
銃
を
向
け
、

家
の
中
を
物
色
し
ま
し
た
。
当
時
私
は
10
歳
で
、
母

の
背
中
の
後
ろ
で
そ
の
様
子
を
見
て
い
る
こ
と
し
か

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
光
景
が
今
で
も
は
っ
き

り
と
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
語
り
部
と
し
て

活
動
す
る
に
あ
た
っ
て
、
な
ぜ
北
方
領
土
は
ソ
連
に

侵
攻
さ
れ
た
の
か
、
自
身
の
体
験
や
歴
史
を
振
り
返

り
な
が
ら
語
っ
て
い
ま
す
。

　

ソ
連
の
北
方
領
土
占
拠
は
不
当
な
も
の
で
あ
り
、

絶
対
に
許
せ
な
い
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
返
還

要
求
運
動
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。

　

北
方
領
土
は
日
本
固
有
の
領
土
で
す
。
日
本
の
ほ

ん
の
一
部
で
す
が
、
日
本
国
民
全
員
に
関
係
の
あ
る

こ
と
で
す
。
他
人
事
だ
と
思
わ
ず
に
関
心
・
理
解
を

持
ち
、
北
方
領
土
に
つ
い
て
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

城戸　千尋さん
（元島民２世）

　

元
国
後
島
民
の
祖
父
と
父
を
持
つ
。
羅
臼
町
職
員
と
し

て
働
く
傍
ら
、
元
島
民
２
世
と
し
て
語
り
部
の
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

　

千
島
歯
舞
諸
島
居
住
者
連
盟
羅
臼
支
部
後
継
者
の
会

会
長
を
務
め
る
。

　

北
方
領
土
の
語
り
部
と
し
て
10
年
く
ら
い
活
動
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
主
に
全
国
か
ら
修
学
旅
行
で

訪
問
す
る
青
少
年
の
方
々
に
語
り
部
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

私
の
祖
父
と
父
が
国
後
島
か
ら
の
引
揚
者
で
、
生

前
２
人
が
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
を
頑
張
っ
て
い

る
姿
を
小
さ
い
頃
に
見
て
い
た
こ
と
。
ま
た
、
元
島

民
の
高
齢
化
が
進
み
、
語
り
部
と
し
て
後
世
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
私
た
ち
２
世
を
は
じ
め
と
す
る
後
継

者
が
中
心
と
な
り
北
方
領
土
の
語
り
部
や
返
還
要
求

活
動
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た

の
を
き
っ
か
け
に
、
語
り
部
と
し
て
の
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

　

語
り
部
を
続
け
て
き
て
、
最
近
感
じ
る
こ
と
は
、

年
々
北
方
領
土
を
知
ら
な
い
人
が
増
え
て
き
て
お
り
、

ま
た
返
還
要
求
運
動
を
し
て
い
て
も
協
力
的
な
人
が

少
な
く
、
特
に
若
い
世
代
が
北
方
領
土
に
対
し
て
の

認
識
が
薄
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
、
一
番

心
配
な
こ
と
は
、
日
本
国
民
の
北
方
領
土
問
題
に
対

し
て
の
関
心
の
無
さ
で
す
。
無
関
心
で
あ
る
こ
と
は

領
土
問
題
の
風
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な

い
よ
う
、
語
り
部
な
ど
を
通
し
て
少
し
で
も
多
く
の

国
民
に
、
北
方
領
土
は
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
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船舶『えとぴりか』

ビ
ザ
な
し
交
流
事
業

『
北
方
領
土
を
目
で
見
る
運
動
』
に
よ
る

修
学
旅
行
等
へ
の
北
方
領
土
学
習
（
洋
上

視
察
・
元
島
民
等
に
よ
る
語
り
部
）

　

『
北
方
領
土
を
目
で
見
る
運
動
』
は
、
全
国
の

中
・
高
校
生
の
修
学
旅
行
等
を
北
方
領
土
返
還
要

求
運
動
の
原
点
の
地
に
誘
致
し
、
北
方
領
土
に
関

す
る
研
修
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
北
方
領
土
隣

接
地
域
に
お
け
る
返
還
要
求
運
動
の
推
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
運
動
の
推
進
を
通
じ
て
、
北
方
領

土
問
題
に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
高
揚
を
図
り
、

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
の
次
代
を
担
う
後
継
者

の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

羅
臼
町
の
令
和
４
年
度
の
修
学
旅
行
受
け
入
れ

総
数
は
14
校
・
１,
０
４
９
名
で
し
た
。

　

日
本
国
民
が
ロ
シ
ア
の
発
給
す
る
査
証
（
ビ

ザ
）
を
取
得
し
て
北
方
四
島
に
入
域
す
る
こ
と
は
、

ロ
シ
ア
の
北
方
領
土
に
対
す
る
管
轄
権
を
前
提
と

し
た
行
為
、
ま
た
は
、
ロ
シ
ア
の
管
轄
権
に
服
し

た
行
為
に
当
た
り
、
日
本
の
法
的
立
場
を
害
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
日
本
政
府
は
、

北
方
領
土
問
題
の
解
決
ま
で
の
間
、
こ
の
よ
う
な

北
方
領
土
へ
の
入
域
を
行
わ
な
い
よ
う
要
請
し
て

い
ま
す
。

　

北
方
領
土
へ
の
入
域
の
特
例
と
し
て
、
日
露
双

方
の
領
土
問
題
に
関
す
る
法
的
立
場
を
害
さ
な
い

と
い
う
前
提
の
下
で
、
日
露
両
国
間
で
設
定
さ
れ

た
３
つ
の
枠
組
み
（「
北
方
四
島
交
流
事
業
（
ビ
ザ

な
し
交
流
事
業
）」「
北
方
墓
参
事
業
」「
自
由
訪

問
」）
に
よ
り
、
北
方
四
島
交
流
訪
問
事
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

北
方
四
島
交
流
訪
問
事
業
は
、
北
方
領
土
返
還

運
動
関
係
者
が
北
方
四
島
を
訪
問
し
、
日
ロ
間
の

平
和
条
約
締
結
問
題
が
解
決
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

相
互
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
北
方

領
土
問
題
の
解
決
の

た
め
の
環
境
づ
く
り

と
し
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
に
係
る
ロ
シ

ア
の
対
応
に
よ
っ
て

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

元
島
民
や
そ
の
家
族
、
返
還
要
求
運
動
関
係

者
、
報
道
関
係
者
な
ど
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

訪
問
先
で
は
、
四
島
在
住
ロ
シ
ア
人
と
の
意
見

交
換
や
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
、
施
設
の
視
察
や
住
民

交
流
会
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

北
方
領
土
隣
接
地
域
で
あ
る
根
室
管
内
を
中
心

に
、
全
道
や
全
国
各
地
で
北
方
四
島
在
住
ロ
シ
ア

人
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

羅
臼
町
で
も
受
け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
日
本

の
生
活
や
文
化
の
体
験
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
や
ホ
ー

ム
ビ
ジ
ッ
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
事
業

訪
問
事
業

訪
問
事
業

受
入
事
業

受
入
事
業

受
入
事
業

元島民の語り部 羅臼国後展望塔見学 洋上視察

・北方領土隣接地域のみなさんが北方領土を大切に思い、行動
　を起こしていて、この問題に真摯に向き合っていることが伝
　わった。
・理解することは難しいが、話を聞いてとてもつらく苦しい思
　いをしてきたことが伝わった。
・この活動を尊重していくべきだと思った。
・当時も怒りや悲しみが大きかったと思うのに、それが今も変
　わらず残っているということは現状が変わっていないからな
　のだと思った。
・元島民の高齢化が進むなか、他人事だと思わずに考えて語り
　継いでいかなければならないと思った。
・当時を思い出して話すこともつらいと思うのに、現実を語っ
　ていただいたことがありがたいことだと思う。
・テレビや授業で見聞きして少し知っていたけれど、実際に体
　験した方の話を聞くことでより深く知ることができた。

アンケートに寄せられた感想（一部抜粋）
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８
月
22
日
㈪
・
27
日
㈯
・
30
日
㈫
、

９
月
２
日
㈮
・
５
日
㈪

北
方
領
土
返
還
要
求
署
名
運
動

　

８
月
の
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
強
調
運
動
月
間
に
合
わ
せ
、
道

の
駅
知
床
・
ら
う
す
と
羅
臼
国
後

展
望
塔
に
て
北
方
領
土
返
還
要
求

署
名
運
動
を
千
島
連
盟
羅
臼
支
部

と
合
同
で
行
い
ま
し
た
。

令和4年度の取り組み

　

北
方
領
土
問
題
は
北
海
道
だ
け
、
元
島
民
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
者
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
次
代
を
担
う
若
い
世
代
が
理
解
と
関
心

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
北
方
領
土
問
題
対
策

協
会
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
思
い
を
一
つ
に
し
て
、

北
方
領
土
返
還
を
強
く
願
う
こ
と
が
、
今
後
の
外

交
交
渉
を
後
押
し
す
る
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

訪
問
事
業

受
入
事
業

９
月
17
日
㈯

北
方
四
島
羅
臼
洋
上
慰
霊

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
の
影
響
で
北
方
四
島
と
の
交
流

が
見
送
ら
れ
る
中
、
千
島
連
盟
羅

臼
支
部
と
町
の
共
催
に
よ
る
洋
上

慰
霊
を
実
施
し
ま
し
た
。

12
月
1
日
㈭

北
方
領
土
返
還
要
求
中
央
ア
ピ

ー
ル
行
動
（
東
京
都
）

　

返
還
要
求
運
動
の
世
論
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
平
成
14
年
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
北
方
領
土
返
還
要

求
中
央
ア
ピ
ー
ル
行
動
に
参
加
し
、

日
比
谷
公
園
か
ら
鍜
治
橋
交
差
点

ま
で
の
１
．６
㎞
を
行
進
し
ま
し
た
。

２
月
７
日
㈫

北
方
領
土
の
日

　

羅
臼
町
独
自
の
北
方
領
土
返
還
祈
願

事
業
が
、
羅
臼
国
後
展
望
塔
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
元
島
民
や
２
・
３
世
な
ど

約
30
名
が
参
加
し
、
国
後
島
に
向
か
っ

て
「
北
方
領
土
を
返
せ
」
と
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
根
室
市
で
開
催
さ
れ

た
根
室
管
内
住
民
大
会
は
、
３
年
ぶ
り

に
元
島
民
な
ど
の
参
加
者
を
会
場
に
入

れ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

元
島
民
や
根
室
市
の
高
校
生
が
北
方

領
土
返
還
に
向
け
て
の
決
意
表
明
を
述

べ
、
大
会
最
後
に
は
会
場
の
す
べ
て
の

参
加
者
が
声
を
あ
げ
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
月
１
日
㈭
〜
３
日
㈯

北
方
領
土
展

　

新
宿
駅
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
お

い
て
北
方
領
土
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
北
方
領
土
に
つ
い
て
の
パ

ネ
ル
展
が
設
置
さ
れ
、
北
方
領
土

隣
接
地
域
の
特
産
品
を
販
売
す
る

物
産
展
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

北方領土問題解決のために私たちにできること
【
お
問
い
合
わ
せ
：
企
画
振
興
課　

℡
８
７－

２
１
１
４
】

北方領土エリカちゃん
Twitter

北方領土エリカちゃん
Instagram

北方領土エリオくん
Twitter

北方領土問題対策協会
YouTube

北方領土エリカちゃん
Facebook

QRコードを
読みこんで

各SNSをチェック
してみてね！
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住　所

峯 浜 町

春 日 町

麻 布 町

知 昭 町

礼 文 町

緑 　 町

栄 　 町

対象者氏名

由香

篤司、優美

やよい

心

玲

麗佳

江里子

旭飛

お子さんの歯みがきを
頑張った人

原　田　　　櫂くん

宮　本　恭　大くん

若　山　詠　采くん

佐　藤　凛　華ちゃん

木　村　汐　那ちゃん

佐　藤　希　成ちゃん

泉　川　和　佳ちゃん

植　松　那々花ちゃん

ハラ　　 ダ　　　　　　 カイ

ミヤ　　モト　 キョウ　　タ

ワカ　　ヤマ　　ナガ　　 ト

　サ　　 トウ　　リン　　 カ

　キ　　 ムラ　　 セ　　　ナ

　サ　　 トウ　　 キ　　 ナリ

イズミ　 カワ　　アイ　　 カ

ウエ　　マツ　　 ナ　ナ　カ

住　所

富士見町

船 見 町

海 岸 町

岬 　 町

対象者氏名

将司

尚也、友美

希美

周平

万里子

理子

美紀

亘、久美子

男貴

お子さんの歯みがきを
頑張った人

中　陳　李　柘くん

石　村　碧　菜ちゃん

金　井　優　弦くん

高　橋　咲　良ちゃん

濱　波　綾　人くん

天　内　絃　堵ちゃん

有　村　海　里くん

佐　野　太　凰くん

竹　越　結　信くん

ナカ　 ジン　　　リ　　　ツ

イシ　　ムラ　　アイ　　 ナ

カナ　　 イ　　　ユ　　 ヅル

タカ　　ハシ　　サク　　 ラ

ハマ　　ナミ　　アヤ　　 ト

アマ　　ウチ　　 イ　　　ト

アリ　　ムラ　　カイ　　 リ

サ　　　ノ　　 タイ　　オウ

タケ　　コシ　　ユウ　　シン

むし歯のない子を
発表します

むし歯のない子を
発表します

むし歯のない子を
発表します

＊なお、掲載にあたっては、3歳児健診時に確認させていただいた内容です。
＊令和４年度歯科表彰対象者は、平成31.１.20生まれ～令和２.１.19生まれです。ただし、歯科健診を受けてい
　ない方は対象となっておりません。

　

令
和
４
年
度
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
診
で
、
左
記
の
お
子

さ
ん
に
む
し
歯
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

お
子
さ
ん
の
歯
の
お
手
入
れ
を
頑
張
っ
た
方
の
お
名
前
を

合
わ
せ
て
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
り
ん
こ
」
に
遊
び
に
来
て
い

た
、
今
回
表
彰
を
受
け
た
お
子
さ
ん
の
マ
マ
に
お
話
を
聞
い

て
み
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん　

２
人
の
お
子
さ
ん
の
マ
マ　

１
子
目

Ｂ
さ
ん　

２
人
の
お
子
さ
ん
の
マ
マ　

２
子
目

　

歯
み
が
き
は
、
１
日
何
回
し
て
い
ま
す
か
？

　

Ａ
さ
ん
：
２
回
か
３
回
。
ど
っ
ち
が
多
い
？
半
々
く
ら
い

　
　
　
　
　

か
な
。

　

Ｂ
さ
ん
：
２
回
。
朝
と
夜
。

　　

仕
上
げ
み
が
き
は
、
誰
が
し
ま
す
か
？

　

Ａ
さ
ん
：
私
で
す
。

　

Ｂ
さ
ん
：
私
と
パ
パ
。
私
の
方
が
多
い
け
ど
、
夜
は
押
さ

　
　
　
　
　

え
て
み
が
く
か
ら
、（
パ
パ
に
）
押
さ
え
て
も

　
　
　
　
　

ら
っ
て
た
。

　

歯
み
が
き
は
嫌
が
り
ま
す
か
？

　

Ａ
さ
ん
：
最
近
は
嫌
が
ら
な
い
。
た
だ
、
ス
イ
ッ
チ
入
る

　
　
　
　
　

ま
で
が
・
・
・
・
。
（
み
が
き
始
め
る
ま
で
時

　
　
　
　
　

間
が
）
か
か
る
時
は
結
構
か
か
る
。

　

Ｂ
さ
ん
：
嫌
が
ら
な
く
な
っ
た
。
最
近
・
・
・
３
歳
頃
か

　
　
　
　
　

ら
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

何
歳
ご
ろ
ま
で
大
変
で
し
た
か
？

　

Ａ
さ
ん
：
３
歳
く
ら
い
か
ら
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、

　
　
　
　
　

あ
れ
泣
か
な
い
ね
っ
て
感
じ
で
。
そ
れ
ま
で
は

　
　
　
　
　

押
さ
え
つ
け
た
り
し
て
た
か
ら
・
・
・
。

3歳児の

表
彰
さ
れ
た
お
子
さ
ん
の
マ
マ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

表
彰
さ
れ
た
お
子
さ
ん
の
マ
マ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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むし歯のない子を
発表します

むし歯のない子を
発表します

　

Ｂ
さ
ん
：
２
歳
く
ら
い
。
結
構
力
が
強
く
て
。

　

大
変
だ
っ
た
時
、
ど
う
し
て
い
ま
し
た
か
？

　

Ａ
さ
ん
：
数
字
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
数
を
数
え
な
が
ら
。

　

Ｂ
さ
ん
：
押
さ
え
て
！
ま
だ
奥
の
歯
が
出
て
な
か
っ
た
か

　
　
　
　
　

ら
、
指
を
口
の
中
に
入
れ
て
ク
ッ
と
（
口
を
開

　
　
　
　
　

け
さ
せ
る
）。
朝
、
思
う
よ
う
に
み
が
け
な
か

　
　
　
　
　

っ
た
ら
、
夜
は
２
人
で
パ
パ
に
押
さ
え
て
も
ら

　
　
　
　
　

っ
て
た
。

　

歯
み
が
き
タ
イ
ム
を
楽
し
い
時
間
に
し
た
り
、
み
が
け
な

い
時
は
１
日
１
回
、
し
っ
か
り
み
が
く
の
は
と
て
も
良
い
で

す
ね
。
一
緒
に
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
人
が
周
り
に
い
る
時

は
、
協
力
し
て
も
ら
う
の
も
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　

　

お
や
つ
の
回
数
は
？

　

Ａ
さ
ん
：　

１
回

　

Ｂ
さ
ん
：　

１
回

　

お
や
つ
は
ど
ん
な
も
の
が
多
い
で
す
か
？

　

Ａ
さ
ん
：
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
と
か
パ
ン

　

Ｂ
さ
ん
：
グ
ミ
と
か

　

お
や
つ
の
回
数
、
時
間
が
決
ま
っ
て
る
の
は
と
て
も
い
い

こ
と
で
す
ね
。
ダ
ラ
ダ
ラ
食
べ
飲
み
す
る
と
、
む
し
歯
に
な

り
や
す
い
ん
で
す
。

　

口
の
中
に
長
く
あ
る
ア
メ
や
歯
に
く
っ
つ
く
キ
ャ
ラ
メ
ル

等
は
要
注
意
。
ス
タ
ー
ト
は
で
き
る
だ
け
遅
い
方
が
い
い
で

す
ね
。

　

ジ
ュ
ー
ス
は
飲
み
ま
す
か
？

　

Ａ
さ
ん
：
最
近
覚
え
た
け
ど
、
週
１
回
も
飲
ま
な
い

　

Ｂ
さ
ん
：
飲
ま
な
い

　

ジ
ュ
ー
ス
に
含
ま
れ
て
る
砂
糖
の
量
は
か
な
り
多
い
の
で
、

水
や
お
茶
を
主
に
飲
む
よ
う
に
し
て
い
る
の
は
良
い
こ
と
で

す
ね
。

　

む
し
歯
に
な
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
た
こ
と
は
何
で

す
か
？

　

Ａ
さ
ん
：
歯
み
が
き
は
気
を
付
け
て
い
た
か
な
。
お
や
つ

　
　
　
　
　

の
後
も
食
べ
た
ら
み
が
く
よ
う
に
し
て
。
昼
、

　
　
　
　
　

み
が
け
な
い
時
は
「
う
が
い
」
し
た
り
。

　

Ｂ
さ
ん
：
寝
落
ち
し
て
も
絶
対
み
が
く
（
笑
）
最
近
は
や

　
　
　
　
　

ら
せ
て
く
れ
る
か
ら
、
フ
ロ
ス
（
糸
よ
う
じ
）

　
　
　
　
　

と
か
も
使
っ
て
る
。

　

す
ご
い
、
フ
ロ
ス
使
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
歯
み
が
き
が

習
慣
に
な
っ
て
い
て
、
す
ば
ら
し
い
！
こ
れ
か
ら
も
仕
上
げ

み
が
き
を
続
け
て
下
さ
い
ね
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

歯
み
が
き
は
毎
日
、
毎
食
後
の
こ
と
な
の
で
、
大
変
だ
っ

た
よ
う
で
す
ね
。
他
に
も
、「
大
変
な
時
期
も
あ
っ
た
け
ど
、

３
歳
を
過
ぎ
る
こ
ろ
に
は
み
が
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

よ
」
と
お
話
し
し
て
く
れ
た
マ
マ
も
い
ま
し
た
。

　

今
、
歯
み
が
き
を
大
変
だ
と
思
っ
て
い
る
保
護
者
の
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
嫌
が
る
状
況
は
ず
っ
と
続
く
わ

け
で
は
な
い
よ
う
で
す
ね
。

　

歯
み
が
き
を
嫌
が
る
理
由
の
一
つ
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

・
痛
い
＝
力
が
入
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？
歯
ブ
ラ
シ
は
力

　

を
入
れ
ず
に
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
上
の
前
歯
近

　

く
の
筋
に
歯
ブ
ラ
シ
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
指
で
隠
す

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
眠
い
、
遊
び
た
い
＝
眠
い
時
間
帯
や
遊
び
等
に
夢
中
に
な

　

っ
て
い
る
時
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
「
食
べ
た
ら
す
ぐ
歯
み

　

が
き
」
の
習
慣
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

た
だ
し
、
歯
み
が
き
を
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
、
間
食
の
摂

り
方
に
よ
っ
て
は
む
し
歯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

間
食
の
回
数
や
時
間
を
決
め
て
、
ダ
ラ
ダ
ラ
食
べ
飲
み
し

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

仕
上
げ
み
が
き
は
小
学
３
、
４
年

生
ま
で
は
続
け
、
間
食
の
摂
り
方
も

気
を
付
け
て
む
し
歯
の
な
い
健
康
な

口
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
：
保
健
福
祉
課　

℡
８
７－

２
１
６
１
】

表
彰
さ
れ
た
お
子
さ
ん
の
マ
マ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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　３月は全国的に自殺者が最も増加する月です。私たちを取り巻く環境が大きく変化し、身体的にも、精神
的にもストレスの負荷がかかりやすい時期です。そこで、国では３月を「自殺対策強化月間」に定めています。
　羅臼町では、2017年～2021年の５年間で6名の方が自殺により亡くなっています。人口からみる自殺死
亡率で表すと全国の約1.5倍の値になります。
　長引く新型コロナウイルス感染症の影響により、私たちの暮らしに大きな変化が生じました。感染予防の
ため、家族や友達・知人との交流が減り、ストレスや生きづらさ、つらさを感じても周りに相談できない
ケースが増えています。自殺を考える人は「死ぬしかない」と視野が狭まり孤立した状況で、自ら相談でき
ず追い詰められている状態にあります。心の不調に気づいた時には一人で抱え込まず、相談窓口に電話した
り医療機関を受診したりするなどつらい気持ちを話してください。また、大切な人が悩みを抱えていること
に気づいたら、そっと声をかけ、丁寧に話を聴いて寄り添って見守りながら回復を支えましょう。
　あなたの身近に、悩みや問題を抱えてつらい思いをしている人はいませんか？

３月は全国的に自殺者が最も増加する月です 私たちを取り巻く環境が大

3月は自殺対策強化月間です3月は自殺対策強化月間です

【お問い合わせ：保健福祉課　℡87－2161】

４月５日㈬ ありんこ広場　　４月７日㈮ すくすく広場　　４月10日㈪ ママの日♪　　４月12日㈬ ありんこ広場
４月14日㈮ 絵本読み聞かせ　４月19日㈬ ありんこ広場　　４月26日㈬ ありんこ広場　４月28日㈮ のびのび広場
５月１日㈪ ママの日♪　　　５月10日㈬ ありんこ広場　　５月12日㈮ すくすく広場　５月14日㈰ パパの日
５月17日㈬ ありんこ広場　　５月19日㈮ 絵本読み聞かせ　５月24日㈬ ありんこ広場　５月26日㈮ のびのび広場
５月29日㈪ 計測　　　　　　５月31日㈬ ありんこ広場
＊令和５年度は４/３㈪から開放開始いたします。
＊絵本読み聞かせ、パパの日、計測の事前申し込みは必要ありません。詳細についてはお問い合わせください。 

♪４月・５月のありんこ情報♪♪４月・５月のありんこ情報♪♪４月・５月のありんこ情報♪
☆ありんこ広場（０歳～３歳対象）☆すくすく広場（１歳未満対象・妊婦さんの見学可）☆のびのび広場（２歳～３歳対象）☆ありんこ広場（０歳～３歳対象）☆すくすく広場（１歳未満対象・妊婦さんの見学可）☆のびのび広場（２歳～３歳対象）

【お問い合わせ：羅臼町子育て支援センター『ありんこ』　℡88－1515】【お問い合わせ：羅臼町子育て支援センター『ありんこ』　℡88－1515】

ありんこは月～金
9：30～11：30まで
火・水・木は午後も開放！

　

令
和
４
年
４
月
〜
令
和
５
年
１
月
末
ま

で
コ
ロ
ナ
対
策
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
２
，９
８
５
人
の
親
子
が
利
用
し
て

く
だ
さ
り
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

令
和
５
年
度
は
４
月
３
日
よ
り
開
放
開

始
し
ま
す
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
前
中
と
火
水
木
曜
日
は
午
後
開
放
も
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
利
用
し
て
み

て
く
だ
さ
い
ね
！

メンタルヘルスに関する相談窓口
●こころの電話相談（北海道立精神保健福祉センター）
　℡0570－064－556　月～金9:00～21:00　土日祝10:00～16:00
●羅臼町役場保健福祉課（保健師）℡87－2161　平日 8:45～17:30
●中標津保健所（健康支援係）℡0153－72－2168　平日 8:45～17:30
●北海道いのちの電話　℡011－231－4343　毎日24時間
●よりそいホットライン　℡0120－279－338　毎日24時間（無料）
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知床らうす国保診療所通信
～みんなで育む・みんなの診療所～

　令和５年３月13日より国が運営するオンライン資格確認（マイナンバーカードの保険証利用）をご利用い
ただけます。健康保険証として事前に登録されている患者様はご持参ください。

　令和５年４月１日より35歳以上の方の検査項目が追加となったため値上げさせていただきます。また船員
保険会より発行された受診券がある方は無料となりますので、受診券を利用する場合は予約の際にお知らせ
ください。ご不明な点がありましたら診療所までお問い合わせください。

　治療・療養に関する相談室を設けております。当診療所かかりつけ医の患者様・ご家族様対象となります。
ご相談の際は、受付窓口までお問い合わせください。医療安全管理者が対応いたします。

　５月３日（水）～５月７日（日）まで連休のため休診となります。お薬がなくなる前に早めの受診をお願
いいたします。なお、救急の患者様につきましては連休中も受付しておりますが、受診される前に診療所に
電話したうえ来所していただきますよう重ねてお願いします。

※診療週の変更がある場合がありますのでご了承ください。ＨＰもしくは電話にて確認してください。
※外来診療は予約患者様を優先させて頂いております。待ち時間緩和のため、事前にお電話のほどお願いします。

マ イ ナ ン バ ー カ ー ド を ご 利 用 く だ さ い

船 員 手 帳 健 診 に つ い て

医 療 相 談 室 の ご 案 内

ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク に つ い て

診 療 体 制 の お 知 ら せ ４月１日～

【予約・お問い合わせ：知床らうす国民健康保険診療所　℡８７－２１１６】

診　療　週

毎　　　週

第１・３週

第　４　週

毎　　　週

第　１　週

第１週又は２週

第２・４週

第１・３週

第　３　週

第　４　週

曜日

金

火

水

月

金

水

金

水

火

診 察 時 間

午前８時３０分～午後４時

午後２時３０分～午後４時

午前８時３０分～午後４時

午前８時３０分～午後４時

午前８時３０分～午後４時

午前８時３０分～午後３時

午前１０時～午後３時３０分

午前１０時３０分～午後４時

午前１０時～午後１２時

午前９時～午後４時

　　　　　　 備　　　　考

診療医：所　長

診療医：石狩病院、しらかば台病院

診療医：出張医

診療医：道東の森総合病院

診療医：札幌孝仁会記念病院　脳神経外科

診療医：釧路孝仁会記念病院　副院長

診療医：釧路孝仁会記念病院　形成外科

診療医：北新病院　整形外科

診療医：所　長

診　療　科

総合診療科

内科・外科

脳神経外科

循環器内科

皮　膚　科

整 形 外 科

訪 問 診 療

「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」9



　令和５年２月12日（日）羅臼町立羅臼小学校を

会場に「混声合唱団コール・リンデンバウム結成

30周年記念演奏会」が開催されました。

　演奏会当日は、10代～80代といった、幅広い

年齢層で活動している約30名もの団員が、素敵な

ハーモニーを奏で、羅臼岳に咲く花のように力強

く、そして美しい歌声を会場全体に響かせてくれ

ました。

　新型コロナウイルスの影響により様々な制限が

あるなかでの開催となりましたが、会場に足を運

んで下さった多くの方の心を豊かにしてくれる、

そんなひとときをつくりあげてくれた演奏会は、

大盛況のなか幕を閉じました。

　記念演奏会の開催にあたりまして、皆様には時節柄何かとご多忙のところ、ご来場いただきま
して誠にありがとうございます。
　コロナ禍の影響で記念演奏会の開催には２年余りが経過しましたが、羅臼町教育委員会様、文
化協会様、そして多くの方々のご協力をいただき開催できましたことに対し、心より感謝とお礼
を申し上げます。このように今日まで活動してこられましたのも、地元の方々の温かいご声援の
賜物と感謝いたしております。
　これからも素晴らしく雄大な自然に恵まれた知床を背景に、「知床賛歌」を歌い継ぐことを目標
に、混声合唱団コール・リンデンバウムらしい歌声を響かせてまいりたいとおもいますので、ど
うぞよろしくお願いいたします。

混声合唱団　コール・リンデンバウム
団長　髙　橋　　　宏

～お礼のメッセージ～
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羅
臼
漁
業
協
同
組
合
に
あ
る
マ
リ
ン
バ
ン
ク
Ａ
Ｔ
Ｍ
脇
の

史
蹟
久
右
衛
門
之
澗
と
書
か
れ
た
石
碑
に
見
覚
え
は
あ
り
ま

す
か
？

　

こ
れ
は
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）
５
月
に
、
現
在
の
羅
臼

漁
港
に
あ
っ
た
、
久
右
衛
門
の
澗
と
呼
ば
れ
る
埠
頭
跡
を
羅

臼
町
の
文
化
財
に
指
定
し
た
時
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

久
右
衛
門
の
澗
は
、
羅
臼
最
初
の
和
人
定
住
者
で
あ
っ
た

佐
藤
久
右
衛
門
が
、
明
治
20
年
頃
に
私
費
で
建
造
し
た
埠
頭

で
す
。

　

羅
臼
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
と
き
に
は
、
す
で
に
羅

臼
漁
港
の
整
備
に
よ
り
、
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
通

常
で
す
と
、
文
化
財
と
し
て
保
護
す
る
た
め
の
跡
が
残
さ
れ

て
い
な
い
の
で
文
化
財

に
指
定
す
る
の
は
難
し

い
の
で
す
が
、
羅
臼
の

指
定
文
化
財
第
一
号
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、

久
右
衛
門
の
澗
を
羅
臼

町
の
文
化
財
に
指
定
し

た
の
に
は
、
大
き
く
２

つ
の
理
由
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
皆
さ
ん
が

ご
存
じ
の
通
り
羅
臼
は

漁
業
の
町
で
す
。
こ
れ
は
明
治
の
開
拓
の
時
に
も
、
北
海
道

の
多
く
の
地
域
で
は
原
野
を
切
り
開
き
開
拓
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
羅
臼
の
場
合
は
、
漁
場
開
拓
に
よ
り
漁
村
が
作
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
を
象
徴
す
る
も
の
が
、
久
右
衛
門

の
澗
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
漁
場
を
開
拓
し
て
き
た
先
人
た
ち
の
功

績
・
そ
の
歴
史
を
、
広
く
町
民
に
知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

久
右
衛
門
の
澗
は
建
造
か
ら
１
３
０
年
以
上
経
過
し
、
そ

し
て
町
の
文
化
財
指
定
か
ら
50
年
の
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
石
碑
を
見
た
と
き
に
は
、
羅
臼
の
海
拓
の
あ
ゆ
み
に
、

思
い
を
は
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
：
郷
土
資
料
館　

℡
８
８－

３
８
５
０
】

　

羅臼の漁業のあゆみ

昭和８年頃の羅臼漁港
白丸の白波の立っている部分が久右衛門の澗跡
昭和８年頃の羅臼漁港
白丸の白波の立っている部分が久右衛門の澗跡

0

羅
臼
町
文
化
財
指

0
年

「久
右
衛
門
の

「久
右
衛
門
の
澗
跡
」

ま　
　

あ
と

ま　
　

あ
と

「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」11



あしたへつながる防災知識あしたへつながる防災知識あしたへつながる防災知識
非常用持出品の準備は出来ていますか？

第38弾

　２月25日22時27分に釧路沖で震度５弱の地震が発生し、町内では震度４を観測した
ことから、役場では羅臼町災害警戒本部を設置しました。
　皆さんは地震発生直後に頑丈なものの下に隠れるなど、安全確保ができたでしょうか。
　大きな地震が発生した際、その数日後に同程度の地震が再び発生する可能性もありま
す。いつ来るかわからない災害に備えて、今一度、非常用持出品の点検をお願いいたし
ます。
　非常用持出品は、災害が発生してからすぐの初期段階をしのぐためのものです。いざ
という時すぐに避難するには、日ごろから避難時に必要なものをリュックなどに入れて
準備し、持ち出しやすい場所に保管しておくことが大切です。
　全世帯へ1セットずつ配布させて頂いている「羅臼町防災バッグ」の中には、非常時に使えるもののほか、
感染症対策に使えるものも入っておりますので、是非ご活用ください。

　身の安全を守るために避難する避難所では、感染症が広がりやすい環境になることがあります。
　慣れない避難所での生活や、集団生活による「３密（密閉・密集・密接）」の発生など、避難所生活が長
くなると自分の想像以上に体力・免疫力が低下すると言われています。
　「感染しない」「感染させない」を意識し、手洗いや咳エチケットを徹底しましょう。

　避難所が開設される程の災害が発生した場合、多くの方が避難所へ来ることを想定しなければなりません。
　町では日用品などの様々な備蓄を行っておりますが、町が準備できる「もの」には限りがあります。あら
かじめ非常時に持ち出す「もの」を各自で準備して頂くよう、ご協力をお願いいたします。

　令和５年２月20日、21日、24日に、役場職員と消防職員を対象とした訓練を峯浜町コミュニティセンタ
ーにて実施しました。※全３回全て同じ内容
　本訓練は、大雪の影響により幌萌町から伊茶仁間の国道が通行止めとなった場合を想定しており、峯浜町
コミュニティセンターを避難所もしくは待機所として開設する必要が生じた際に、どの職員でも対応可能に
するために施設の利用方法や防災備蓄品の使用方法を確認するほか、20日には防災担当者と関係機関との実
践的な情報伝達訓練も行いました。
　普段使う事の無い防災備蓄品を実際に使用したことで有事の際に、よりスムーズに避難所設営を行えるよ
うになりました。

【お問い合わせ：総務課防災担当　℡87－2111】

避難所は感染症のリスクが高い？

避難所では皆さんの協力が不可欠です

令和４年度羅臼町冬期防災訓練を行いました

① 食品や飲料水の賞味期限や薬の使用期限をチェックし、定期的に入れ替えましょう。
② 食品は火を使わずに食べられるものを用意しましょう。
③ 妊婦さんや乳幼児、要介護者がいるご家庭は特に必要となるものを確認しましょう。
④ 非常用持出品は家族の人数分用意することが望ましいとされています。

準備のポイント

訓練関係機関：釧路方面中標津警察署羅臼駐在所、第一管区海上保安部羅臼海上保安署、陸上自衛隊標津分屯地第302
　　　　　　　沿岸監視隊、陸上自衛隊第27普通科連隊第3科、釧路開発建設部中標津道路事務所

水道、ガスの使用方法の説明 投光器の組立の様子 屋内用テントの組立の様子
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ラウフィッシャーとにじゅまるくん

わたしたちが地域おこし協力隊ですわたしたちが地域おこし協力隊です
「立石日記＠らうす」
　　寒暖定まらないこのごろですが、みなさんお障りなくお過ごしですか？
　　道の駅前広場で「キッチンカーズマルシェ」を２月18・19、25・26日と２週に

わたり、開催しました！当日は沢山の町民のみなさんに
お越しいただき、大盛況のうちに終えることが出来まし
た。道の駅前がにぎわっていると嬉しい気持ちになりま
すね(^○^)お越し頂いたみなさんありがとうございました！
　気づいたらあっという間に４月ですね！新生活が始まる方も多いのでは
ないでしょうか。みなさんの春からの新生活が素晴らしいものとなります
ように！
　肌寒い日が続きますが、お元気でお過ごしください!(^^)!

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（産業創生課地域おこし協力隊：立石）

「冬のときめき」
　出会う方によく「出身岩手なの？そしたら冬は慣れっこだね！」と言われます。
　たしかに幼い頃から冷える中雪で遊んだり、雪かきしたりしていたので冬に抵抗は
なく、日常すぎて雪が降っても何も感じず、冬のこれが良い！というのも特にありま
せんでした。そんな私でしたが、今季は雪山を歩いたり観光船でオオワシや流氷を見
たりと色んな知床の冬景色と出会いました。どの時もため息がでる程綺麗でしたが、
中でも早朝の流氷一面に映える薄ピンクを目の当たりにしたときは衝撃で、冬にこんな美しい景色が見
られるのかと初めはカメラを持ちながら写真を撮らずぼーっと眺めてしまいました。私はこの景色が好
きなんだ！となんだかわくわくして、この景色を早く発信したいと足早に出勤しました。冬の知床で次
はどんなときめきに出会えるのか、とても楽しみです。　　　　（産業創生課地域おこし協力隊：新倉）

「２年間ありがとうございました」
　２年前「日本の中で一番海外みたいで刺激的な町に住もう。」と選んだのが、羅臼町
でした。１人の知り合いもいない北海道でしたが、単身移り住んで、自然、動物、文
化、何もかもが異世界で「ここに来たのは間違いじゃなかったな」と思える２年を過
ごせました。「広報で見てるよ」「SNSのあの写真良かったね」と何度も声をかけてい
ただきました。直接関わりのあった方々だけでなく、心の隅っこでそっと応援してく
ださっている方もいたのかなあと思うとありがたい気持ちでいっぱいです。
　４月以降は役場からは身を引きますが、羅臼に拠点を置いて、リモートワークで働きながら、個人で
も情報発信や観光分野に引き続き関わっていく予定です。
　まだまだ町内にいますので、見かけた時は声をかけてくださると嬉しいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画振興課地域おこし協力隊：佐脇）

「羅臼の英語を広げよう」
　地域おこし協力隊として活動させていただき、もう２年が経ちました！英語や中国
語の活動で一緒に盛り上がってくださった皆様、本当にありがとうございます！昨年
スタートした「英語を自分で勉強して自分で成長する」コミュニティ＜羅臼ランゲー
ジラボ＞では、月に１つの英語暗記でもすごく成長する＾＾ということを改めてメン
バーの皆様と実感してるところです！実は、今月で私は地域おこし協力隊の任務が終
わりとなります。ただラボの方は継続しますので、引き続き羅臼の英語に関わらせていただければとっ
ても嬉しいです。ラボは月に一回発表会をします。今後は他地域の人も招いて、いろんな人たちと交流
する場を作れたらいいなと考えています＾＾これまで、本当にありがとうございました！引き続きよろ
しくお願いいたします！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社会教育課地域おこし協力隊：城）
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町では協働のまちづくりを推進しています。
ここでは、町民や団体が自らの意思で「協働のまちづくり」を
実践している方々を中心に取り上げ掲載していきたいと考えて
います。みなさんも「協働のまちづくり」にご参加下さい！

みんなでまちづくりみんなで くり

城下町城下町のわだいわだい
みんなでまちづくり

城下町のわだい

「知床羅臼町地域活性化講演会」
～知床羅臼町景気のV字回復に必要なこと～

令和�年�月��日㈰

人権擁護委員退任のおしらせ
令和�年�月��日㈮

　一層加速する人口減少や漁業の低迷、そして依然と猛威をふるい続けている新型コロナウィルス感染
症の拡大も羅臼町の景気に大きな影響を与えています。人と野生動物が共存する羅臼町がこの難局を打
破し、地域が立ち上がるヒントを学ぶため、マーケティング業界のプロフェッショナルの“佐藤大介氏”に
来町いただき講演会を開催しました。講演会当日は、前日の荒天をものともしない晴れ間を見せ、町内
外から多くの方が集まり、大盛況となりました。
　講演会では、話題の一つに青森県の「古牧温泉」の事例を出していただきました。『経営形態やコンセ
プトが従業員みんなバラバラで統一されていなかった。同じ方向を向かせるために“青森らしさ”を戦略に
チームとして作り直し、満足度を上げるためにアンケート調査、消費者ニーズ、ワクワク感の提供など
を取り入れ、それが「誰に向けたものか、誰に応えるものなのか」ひとつひとつを見直した。そうやっ
て、物事を見つめ直した結果が、消費者に選ばれるきっかけとなり、地域の活性化にもつながる』と話
されました。
　町の未来をつくるのは、今いる方々とこれからを担う若者たちです。
　この講演会で学んだことを活かし、皆の創造する未来がどうなっていてほしいのか一人ひとりが考え
ることが大切です。ご来場いただきました皆様、ありがとうございました。

　３年にわたり、羅臼町人権擁護委員としてご活躍頂き
ました渡辺憲爾氏が、令和４年12月31日の任期満了を
もって退任され、１月20日（金）に法務大臣からの感謝
状の伝達式が行われました。
　渡辺委員は根室人権擁護委員協議会副会長を歴任され、
多忙の中でも羅臼町民の為に日々人権活動を推進してこ
られました。多年のご労苦に感謝申し上げます。お疲れ
様でした。
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羅臼町児童・生徒表彰受賞
令和�年�月��日㈫

　この表彰は、子ども達の優れた個性や能力を発見し、その成果を表彰することにより、心身ともに健
全な児童・生徒を地域ぐるみで育てることを目的として行っております。

【体育賞】川村　凜斗 さん（羅臼小学校６年）
　　　　　道内のサッカー選手の中からスキルの高い選手を集め、技術向上を図るナショナルトレセン
　　　　　に選出されました。

【奉仕賞】山下　史華 さん（知床未来中学校２年）
　　　　　自ら進んで地域内のゴミ拾いを行い、環境問題に取り組みました。

　それぞれの活動が町民の皆さんに評価され、受賞が決定しました。
　表彰式は、２月28日に各学校で行い、受賞者には石﨑教育長から記念の盾が贈られ、日頃の頑張りや
成果を称えました。
　受賞された、川村　凜斗さん、山下　史華さんおめでとうございます。

キッチンカーのイベントを行いました！
令和�年�月��日㈯・��日㈰・��日㈯・�	日㈰

　道の駅知床・らうす玄関前広場にて『キッチンカーズマルシェ』を開催しました。
　このイベントは出店者を入れ替えて２週にわたって開催され、札幌・旭川・釧路など全道各地から総
勢15台のキッチンカーが道の駅知床・らうすに集結し、数多くの絶品グルメを出品しました。会場には
町内外から多くの
方が訪れ、みなさ
ん各グルメを堪能
しているようでし
た。
　ご協力いただい
た出店者の皆様、
ご来場いただいた
皆様ありがとうご
ざいました。

表彰された羅臼小学校　川村　凜斗さん 表彰された知床未来中学校　山下　史華さん
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（税務財政課通信）

「納税は、お済ですか？」
　令和４年度の各町税（第１期～第４期）及び国保税（第１期～第９期）の納
期が過ぎました。まだ完納されていない方は、遅れた日数に応じて延滞金が加算さ
れる場合がありますので、早急に納税してください。

「釧路・根室広域地方税滞納整理機構への移管について」
　町税及び国保税を滞納している方の中で、「納税誓約を守らない」「納税折衝に応じない」「督促や催告を無
視する」など悪質な方等について、「釧路・根室広域地方税滞納整理機構」に滞納分の徴収を移管する準備を
しております。

「税の公平性を保つために」
　滞納整理機構への移管も含め、町独自でも、預貯金や給与、生命保険等の差押えを行い、税の公平性や町
の財源を確保するよう努めております。

「納税相談の実施」
　やむを得ない事情により、納めることが困難な方は、早急に納税相談をしてください。
                                                           
【３・４月の夜間・休日窓口】
　〈休日窓口〉３月26日㈰、４月30日㈰　午前９時～午後５時まで
　〈夜間窓口〉３月31日㈮、４月28日㈮　午後７時まで

【お問い合わせ：税務財政課　℡８７－２１１３】

　宮内庁は、次のとおり令和６年歌会始の詠進歌を募集します。

　　　　　　「和」（わ）
　　　　　　※「和」の文字が詠み込まれていれば「平和」「調和」など熟語や、「和らぐ」「和む」のよう
　　　　　　　　に訓読することも可能です。

　　　　　　①お題を詠み込んだ自作の短歌で１人１首とし、未発表のものに限ります。
　　　　　　②用紙は半紙とし、記載事項はすべて毛筆で自書してください。
　　　　　　※詳しくは宮内庁ホームページでご確認ください。

　　　　　　令和５年９月30日（土）　※当日消印有効
　
 　　　　　　〒100－8111　宮内庁
　　　　　　封筒に「詠進歌」と書き添えてください。詠進歌は小さく折って封入して構いません。

　疑問がある場合には直接、宮内庁式部職あてに、郵便番号、住所、氏名を書き、返信用切手を貼
った封筒を添えて、９月20日（水）までに問い合わせてください。
　また、宮内庁ホームページ（https://www.kunaicho.go.jp/）をご参照ください。

宮内庁は 次のとおり令和６年歌会始の詠進歌を募集します

令和６年 歌会始の詠進歌を募集します令和６年 歌会始の詠進歌を募集します

募集期間

詠進要領

お　　題

応 募 先

やわ なご
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　釧路公証人合同役場は、令和５年５月15日
（月）から、下記の場所で事務を執り行うこと
となりましたので、お知らせいたします。なお、
役場移転作業に伴い、５月12日（金）午後は、
電話・FAXが不通となります。

■所在地　釧路市錦町５丁目３番地
　　　　　三ツ輪ビル４階
■電　話　（0154）25－1365
■ＦＡＸ　（0154）68－5163
　（電話・FAXの番号に変更なし）

　公益財団法人・国際青少年研修協会では、７コースの参加者を募集しています。体験を通して、お互
いの理解や交流を深め、国際性を養うことを目的に実施します。おひとりでご参加になる方が７割以上、
はじめて海外に行かれる方が多く、全国から参加するお友達との出会いも楽しみのひとつです。仲間づ
くりの指導もございますので、安心してご参加いただけます。

　『札幌らうす会』『東京らうす会』は、各地域に住
む羅臼町出身者や羅臼町を応援していただける方で
構成され、生まれ育った羅臼を応援したい、羅臼の方
達と交流を図りたいとの思いから、各イベントでの
PR活動や交流会など様々な活動に取り組まれてい
ます。
　近年は、羅臼町からどなたが移住してきているの
か分からないため、お声掛けもできず会員不足に悩
まされており、事業の実施が厳しくなってきています。
　皆様のご家族やご友人で札幌・東京近郊にお住ま
いの方がいらっしゃいましたら、ぜひ紹介いただき羅
臼を応援する『らうす会』の輪を広めていただけませ
んか。
　また、両会と連携する地元の組織として『故郷らう
す協力会』も広報の送付や各会の総会へ参加し交
流・情報交換などの活動をしています。故郷らうす協
力会へもぜひご参加いただければと思います。
　ご紹介いただける場合は、各会へ直接ご連絡いた
だくか、産業創生課（故郷らうす協力会）でも受け付
けておりますので、気兼ねなくご連絡ください。

釧路公証人合同役場
移転のお知らせ
釧路公証人合同役場
移転のお知らせ

会員募集!! 札幌らうす会東京らうす会

●札幌らうす会 事務局　●東京らうす会 事務局

●故郷らうす協力会 事務局
産業創生課　℡0153-87-2126

sapporo_rausukai@yahoo.co.jp rausu@tokyo-rausu.jp

ふるさと

～～～

公益財団法人　国際青少年研修協会
〒170－0013
東京都豊島区東池袋2-23-2UBG　東池袋ビル６階
電話 03（6825）3130　FAX 03（3981）2712
E-Mail  info@kskk.or.jp　URL  http://www.kskk.or.jp

問い合わせ・資料請求

ホームステイ・ボランティア・文化交流・学校体験・英語研修・地域見学・野外活動など
イギリス・オーストラリア・カナダ・サイパン・モンゴル
７月24日（月）～８月14日（月）　８～16日間　※コースによって異なります
小３～高３の方まで　※コースによって異なります
オンラインにて行います（５月）
３０～７０万円
５月中旬～６月初旬　※コースによって異なります

内　容
研修先
日　程
対　象
説明会
参加費
締　切
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世界自然遺産のまち・知床羅臼町

■広報らうす 令和５年３月号 編集／羅臼町 企画振興課 企画振興係
　　　〒086-1892 目梨郡羅臼町栄町100番地83
　　　☎０１５３－８７－２１１４
　　　https://www.rausu-town.jp/
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おくやみ申し上げます （敬称略）（敬称略）（敬称略）赤ちゃん誕生 （敬称略）（敬称略）（敬称略）

（掲載はいずれも令和５年１月11日～令和５年３月10日届出分）

（掲載はいずれも令和５年１月11日～令和５年３月10日届出分）

氏　　　名 年齢 性別 住所 氏　　　名 年齢 性別 住所 氏　　　名 住所 氏　　　名 保護者 住所性
別保護者性

別

　３月７日に羅臼小学校にて語り部を行いました。千島連盟羅臼
支部のご協力の下、元島民である髙岡さんと島民３世で啓発活動
などを行っている平藤さんに語り部を行っていただきました。
　78年前にソ連が四島に侵攻してきた時のことや、後継者とし
て交流事業に参加した際のお話など、こどもたちも真剣な面持ち
で話を聞いていました。
　今回の語り部をとおして、北方領土問題について正しく理解し
て関心を持ってもらえたらと思います。

◆表紙：羅臼小学校での語り部

人 の 動 き
令和５年２月末現在　（　）内は令和５年１月末からの増減

人口　4,424人　（－11）
世帯　1,975世帯（－ 3）

男　2,203人（－ 3）
女　2,221人（－ 8）

羅臼町民憲章

わたくしたちは、雄大な知床連峰と、オホーツ
クの海原の大自然にはぐくまれた、羅臼の町民
です。

●自然を愛し先人の強い意志ををうけつぎます。
●健康で明るくたのしい家庭をつくります。
●教養を高め、豊かな情操を育てます。
●仕事に誇りをもち、はたらく喜びに生きます。
●子どもたちの夢と、若い力を育てます。

（昭和45年9月15日制定公示）

『出会いに感謝』
　先日、私の恩人ともいうべき方が亡くなられました。
私が羅臼町にUターンしてから、青年活動や町内会な
どの地域活動、そして町長としてまちづくりの中心で
頑張っていられるのも、その方の応援や助言があった

からだと思っています。さみしいですが今は感謝の気持ちでいっぱいで
す。
　皆さんにも、人生のターニングポイントとなるような出会いはあると
思います。家族であったり、学校の先生であったり、職場での出会いな
ど、自分の人生が変わるくらいの人との出会いがそれぞれあるのではな
いでしょうか。
　私は、多くの出会いを通じて今の自分がいるのですが、そのような出
会いに感謝し、これからは誰かの人生に良い影響を与えてあげられるよ
うな人生を過ごしていきたいと思っています。

頒価　1,200円
（町民　600円）


